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傘 3年分の前払家賃

Q:当社では、今期の決算で大分利益が出
そうなので、事務所の家賃3年分を前払いし

ようと思っています。

3年分の家賃全額を今期の費用に計上でき

ますか。

A ①
● 家賃全額を当期の費用に計上すること

はできず、未経過期間の全額について前払家

賃として資産計上しなければなりません。

【解説】

前払費用とは、一定の契約に基づき継続的

に役務の提供を受けるために支出した費用の

うち、その支出した事業年度終了の日におい

ていまだ提供を受けていない役務に対応する

もので、原則として支出した事業年度の損金

の額には算入されず、未経過費用として資産

に計上することとされています。

ただし、前払費用として資産に計上すべき

ものであっても、その支払った日から1年以

内分に相当する金額の支払いをし、これをそ

の支払った日の属する事業年度の損金とする

という経理基準を継続して適用することとし

ている場合には、その経理が認められます。

ご質問の場合は、3年分の前払家賃ですか

ら、支払ったときに損金とすることは認めら

れません。原則どおりの処理をすることにな

りますから、未経過期間の全額について前払

家賃として資産計上しなければなりません。
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